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１．研究計画の概要 

 

 本研究は、第一次世界大戦後のドイツ・ポ
ーランド間に新たな国境が引かれる中で立
ち現れたホームランド・ナショナリズムをめ
ぐり、これを、ドイツ人・ポーランド人の国
境地域住民の側から分析・検討することを目
的としている。 
（１）ドイツ側におけるマイノリティ政策、
民族政策に関する分析・検討 

（２）ポーランド側におけるマイノリティを
めぐる諸問題の検討 

（３）ドイツ・ポーランド国境地域における
住民の動向 

 

 

２．研究の進捗状況 

 

 本研究は、2010 年度で 3 年目を終えた。
これまで数度の現地における調査を行い、本
研究に関する史料を、ドイツ、ポーランドの
公文書館、図書館、研究所において収集した。
とりわけ、かつての東プロイセン、西プロイ
センに関してはドイツ人とポーランド人の
関係をめぐっては、興味深い問題が多くあり、
精力的に分析・検討を行っている。 

 

 

３．現在までの達成度 

 

 本研究は、2010 年度まで、ドイツ、ポー
ランド両国における史料の収集を進めてき
た。特に 2010 年度は、東プロイセンに関し
て、2 度にわたり、プロイセン文化国立文書
館（ Geheimes Staatsarchiv Preußischer 

Kulturbesitz）（ベルリン）を行い、1920 年

代を通じて東プロイセンのマイノリティ問
題に関してベルリンに送られた多くの興味
深い史料を収集することができた。 

 

 

４．今後の研究の推進方策 
 
 2011年度は本研究の完成年度である。過去
3 年間に行ってきた調査でまだ不備のあるポ
ーランド側の史料を補足的に収集するとと
もに、集めてきた史料の分析・検討を行い、
これを報告書にまとめ、研究成果の公表にむ
けた準備を進める。 
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